
 

 
 
 

Web 診断問題を活用した取組の呼称が、今年度「にいがた学びチャレンジ」に変わり、「問題

を解く→話し合う→振り返る」をひとまとまりとした取組になりました。しかし、「対話のある

学び」という切り口から授業改善を目指す取組であることは、昨年度と変わりません。 

この取組について、先生方の実践を拝見し、お話を伺う機会がありました。その中で、授業に

対話的な活動を取り入れようとされるほど、「ただおしゃべりさせるだけではなく、児童生徒に

思考を促し、『思考力、判断力、表現力等』を伸ばすための対話にするにはどうしたらいいか」

という、新たな課題意識を感じられているということが分かってきました。 

上越教育事務所では、この課題の解決を目標に、上越市立浦川原小学校の協力を

得て、第１回小学校４年生国語の問題を活用した実践を行いました。実践の様子

は、右のＱＲコードから動画でご覧いただけます。「にいがた学びチャレンジ」の

より効果的な実施に向けて、参考にしていただければ幸いです。 

 

 

 

まず、今回の実践で活用した問題の概要は以下のとおりです。 

＊本文   ：アマサギとゾウの片利共生関係について述べられた文章 
＊設問（一）：   A について、「ゾウが歩くとアマサギに何が起きるか」を選択肢から選ぶ問い 
＊設問（二）：   B について、「なぜアマサギがゾウのそばにいるのか」を記述で答える問い 
＊設問（三）：   C の「アマサギだけが得をする関係」について、アマサギがどんな得をするか条件

に合わせて説明する問い 
【条件】ゾウのあとをついて歩くことでアマザギが得することを２つ入れて書く 
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実践を行う上で意識したポイントは、①事前準備を丁寧に行うこと、②子供たちが取り組みた

いと思った設問に取り組むこと、③子供たちの言葉をつなぎ、子供たち自身の言葉で思考してい

く話合いにすることの３つです。 

特に「事前準備」では、子供たちがどの設問を選んでもよいように、各設問における解答と話

合いの展開をできるだけ具体的に想定しました。この時、設問で子供たちに付けたい力（ゴール

の姿「問いに正対して答える」）も独自に設定しました。なぜならば、対話的な活動も授業のね

らいを達成するための手立ての１つであり、何を身に付けさせたいのかというねらいが曖昧だと

「何をどのように話し合うのか」も曖昧になり、思考を促せないと考えたからです。実際、これ

を決めたことで、話合いの展開が想定しやすくなりました。日々の授業でもゴールの姿を具体的

に設定することは大切だと感じます。 

以下は設問(三)で想定した内容です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

このように各設問におけるゴールの姿と解答、話合いの展開を具体的に想定することで、子供

たちをみとる視点も定まり、話合いを紡いでいく方向もぶれなくなりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（文責：倉又） 

<付けたい力（ゴールの姿）> 
「問いに正対して答える」（授業者が独自に設定） 

<予想される解答> 
◯「ゾウが追い出した虫を食べることができたり、自分の身を守ることができたりする」(ベスト) 
・「ゾウが追い出した虫を食べられる」「自分の身の安全を守れる」の２つが入っていない 

  →問いの文の「２つ」を見逃している または ２つを見つけられない 
・「ゾウが追い出した虫を食べられる」「自分の身の安全を守れる」を上手につなげていない 
・箇条書きになっている 

<話合いの展開> 
 ①アマサギが得をすることって何ですか？ 
 ②なぜ２つ挙げたの？  →「【じょうけん】に【２つ入れて】と書いてあるから」 
 ③では、この２つが入っていれば OK ですか？ではこれでもよいですか？ （ただ２つ並べて書く） 
  →「だめ！だって【説明しましょう】って書いてある」 
 ④じゃあ、この２つをどのようにつなぐとよいですか？ 

<振り返り> 
 自分の解答をベストアンサーにするには、何が足りなかったですか？ 

「対話的な場面を授業に取り入れなければ」と思って、いきなり課題を子供たちに投げてしま

う、といったことはないでしょうか？すると、話合いが停滞したり、想定していた話合いになら

ず、なんとなく話しているだけで時間が過ぎてしまったり…。 

当たり前かもしれませんが、自分の考えを言葉にすることができていなければ、それを仲間に

話すことは難しいです。ですから、そのための時間をもつことは必要であり、重要です。そし

て、それと同じくらい重要なのが、子供たちに自分の考えを話す準備ができたかどうか、教師が

きちんと見ようとすることだと思います（準備の時間をとったからといって、子供たちに考えを

話す準備ができたとは限りません）。 

今回の授業でも、表情やつぶやきなどから、子供たちに自分の考えを話す準備ができているか

見ようと努めました。これが上手く行った時は、話合いが活発になり、話合いの中でさらに思考

し始めます。ぜひ前頁のＱＲコードから、ご覧いただければと思います。 
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